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日立ダイアグモニタＨＤＭ-８０００
健康診断シート作成手順

２０１９年１１月１５日版
株式会社日立オートパーツ＆サービス

本資料の内容は予告無く変更する場合がございます。
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本資料、もしくは日立ダイアグモニタＨＤＭ-８０００の操作方法等

に関するご不明点につきましては、下記までお問い合わせ下さい。

〒１３５－００６２
東京都江東区東雲２－１０－１４
株式会社日立オートパーツ＆サービス
カスタマーサポートセンター
電 話：０３－３５２７－６３２３
ファックス：０３－３５２７－６３２４

また、製品情報、取扱説明書等は日立自動車健康診断ホーム

ページにも掲載しておりますので御参照下さい。

ＵＲＬ：https://www.hdm.hitachiautoparts.co.jp/hdm_usr/html/index.php

※本資料は「健康診断シート」作成に関連する機能に絞って編集されております。

１.本資料、製品に関するお問い合わせ先について
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２.健康診断シートについて

（１）概要
ＨＤＭ８０００は全自己診断結果、各種チェッカーの計測結果を
集約した点検整備レポート「健康診断シート」の出力が可能です。
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２.健康診断シートについて

（２）出力例（１/５）
健康診断シートは最大５枚（総合点検結果＋詳細結果）出力されます。



© Hitachi Auto Parts & Service Co., Ltd. 2019. All rights reserved. 5

２.健康診断シートについて

（２）出力例（２/５）
健康診断シートは最大５枚（総合点検結果＋詳細結果）出力されます。
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２.健康診断シートについて

（２）出力例（３/５）
健康診断シートは最大５枚（総合点検結果＋詳細結果）出力されます。
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２.健康診断シートについて

（２）出力例（４/５）
健康診断シートは最大５枚（総合点検結果＋詳細結果）出力されます。
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２.健康診断シートについて

（２）出力例（５/５）
健康診断シートは最大５枚（総合点検結果＋詳細結果）出力されます。
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（３）出力例（シンプルレイアウト）
車両イメージが無いシンプルレイアウトでの出力も可能です。

２.健康診断シートについて
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３.健康診断シートの注意点

（１）点検結果「エアフローセンサの状態」について

・エンジンのデータモニタ項目の内、空燃比補正の値が上限値
となっているか、下限値となっているかで判定した簡易的な点検
結果です。△が表示された場合はエアフローセンサと周辺系統の
点検を必ず実施して下さい。
・本項目の判定はガソリンエンジンでの判定値を使用しております。
ディーゼル車の場合、判定結果が△と表示される場合、もしくは
本項目が表示されない場合があります。

（２）交換時期や残距離の表示について
バッテリーやタイヤ等、次回の交換時期や
残距離等の劣化予測の出力に当たっては
日付、計測値が異なる２つの点検結果の
入力が必要です。（前回、今回）
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４.健康診断シートの作成の流れ

（１）初回作成時

車両情報の登録
・車検証のＱＲコードから読取
・手入力

健康診断作成の開始
データ入力する順番の選択

自社情報の登録
（初回のみ）

日常点検/チェッカー

全ＤＴＣの点検 日常点検/チェッカー

全ＤＴＣの点検

走行距離/コメント入力

保存または印刷
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４.健康診断シートの作成の流れ

車両一覧画面で該当する
車両情報を呼び出して決定

健康診断作成の開始
データ入力する順番の選択

日常点検/チェッカー

全ＤＴＣの点検 日常点検/チェッカー

全ＤＴＣの点検

走行距離/コメント入力

保存または印刷

（２）再入庫車両を点検する場合

健康診断履歴画面で
「新規作成」を実行。

１０３ページからのステップ６
から参照下さい。
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５.ＨＤＭ８０００操作手順
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ステップ１
自社情報設定
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自社情報の設定について

健康診断シートに印刷する自社工場名、住所等の情報を印刷するための設定です。



© Hitachi Auto Parts & Service Co., Ltd. 2019. All rights reserved. 16

手順１．自社情報設定画面の呼び出し

ルートメニューを表示させて、ルートメニューの「自社情報設定」をタップして下さい。

①メニューマークをタップすると、ルートメニューが表示されます。

②指でルートメニューを上方向にスクロールして下さい。

③「自社情報設定」をタップして下さい。
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手順２．自社情報の入力

「自社情報設定」画面が表示されます。キーボードが表示されますので、会社名、
電話番号、住所等の自社情報を入力して下さい。

指で入力したい行や、文字の追加等をしたい項目をタップ
すると、カーソルが移動します。
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手順３．自社情報の印字する順番の設定

会社名、電話番号、FAX番号、郵便番号、住所を入力されましたら、「自社情報印字
設定」で自社情報を健康診断シートに印字する順番を設定します。

それぞれの項目を選択した場合の健康診断シートへの印字例は
次ページを参照下さい。

いずれかの選択肢をタップして選択して下さい。
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【設定別の印字状態】

「自社情報印字なし」以外のいずれかを選択した場合、下記の様な印字となります。
尚、「自社情報印字なし」を選択した場合は空欄となります。
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手順３．入力内容の登録

入力内容を確認後、「登録」をタップして完了して下さい。

●登録した内容を変更する以外は、都度、本手順の操作を行う必要はございません。
●登録した内容を修正する場合は手順１を行い、登録情報を表示させた後、修正したい項目を
タップするとキーボードが表示されますので、修正を行って下さい。
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ステップ２
車両情報登録
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ステップ２.車両情報登録について

● ＨＤＭ－８０００は健康診断シートや故障診断機能で保存したデータを再表示

させる「索引」として、車検証に記載されている登録番号や車体番号を使用します。

その為、車検証の記載情報を入力する「車両情報登録」を行う必要がございます。

● 「車両情報登録」は下記２つの手順がございますので、状況に応じて、いずれか

の手順を選択して下さい。

①車検証に印刷されているＱＲコードを使用して車両情報を登録
ＨＤＭ８０００のタブレット本体のカメラを使用してＱＲコードから車検証の
記載情報を取り込み、車両情報を登録します。
⇒２３ページからの「手順Ａ」を参照して下さい。

②手入力で車両情報を登録
ＨＤＭ８０００アプリのソフトウェアキーボードを使用して、車検証の記載情報
を入力します。
⇒３４ページからの「手順Ｂ」を参照して下さい。
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手順Ａ
車検証のＱＲコードから取込み
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（１）車検証入れから車検証を取り出し、照明等がある明るい場所で、平面な場所に
車検証を設置して下さい。

（２）車検証の準備が完了されましたら、画面上の新規車両をタップして下さい。

手順Ａ.車両情報の登録（車検証のQRコードから）

※1: 一時登録抹消証明書のＱＲコードからの取り込みには対応しておりません。
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（３）車両情報の読取画面が起動します。

●車両情報の取り込みを中断する場合や、車両情報の手入力を行う場合は、「戻る」
ボタンをタップして下さい。

●車両情報を手入力する場合の手順は３４ページを参照して下さい。

手順Ａ.車両情報の登録（車検証のQRコードから）
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（４）タブレット本体裏面のカメラのレンズを車検証に向けて、車検証の右下に印刷
されているQRコードが画面の赤枠内に映る様、タブレットの位置を調節して下さい。

車輛によって赤枠内に入れるＱＲコードの数が異なります。次ページを参照下さい。

手順Ａ.車両情報の登録（車検証のQRコードから）
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①小型車から大型車までの車検証
車検証の右下に印刷されている８つのＱＲコードの内、中心寄りの５つのＱＲコード
がタブレットの画面の赤枠内に入る様にしてください。

②軽自動車の車検証
A）ＱＲコードが３つの場合：３つのQRコードの全てを赤枠内に入れて下さい。
B）ＱＲコードが６つの場合：右寄りの３つのＱＲコードを赤枠内に入れて下さい。

【参考：車検証のＱＲコードについて】
車検証毎で読取りを行うQRコードの数が異なります。下記の①②を確認してから
ＱＲコードの読取りを行って下さい。

手順Ａ.車両情報の登録（車検証のQRコードから）
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（５）カメラのピントが合うと、下図の様に車検証の記載情報がＱＲコードから取り込
まれます。

●ＱＲコードから ＨＤＭ－８０００に取り込まれる車検証の記載情報の内容について⇒５２ページを参照下さい。
● 「車種」の候補が複数表示される場合の操作⇒５３ページを参照下さい。
● 「入力されている型式に該当する車種が見つかりませんでした。」が表示される場合⇒５４ページを参照下さい。
● 「メーカー」「車種」や、その他に取り込まれた情報の修正を行う場合⇒修正したい欄をタップして下さい。

手順Ａ.車両情報の登録（車検証のQRコードから）
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手順Ａ.車両情報の登録（車検証のQRコードから）

（６）画面をスクロールさせて「通知設定」 でＯＮ、ＯＦＦのいずれかをタップして下さい。

※通知設定をＯＮに設定しておくと、各部位の点検時期の到来を画面上に表示
させることが可能です。

①

②
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手順Ａ.車両情報の登録（車検証のQRコードから）

（７）画面を上方向にスクロールさせて「車両イメージ」の「選択してください」を
タップします。
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手順Ａ.車両情報の登録（車検証のQRコードから）

（８）「イラストレイアウト車両イメージ選択」が表示されますので、必要に応じて上下
にスクロールさせて、入庫車両に適合した車両イメージをタップして選択します。

選択出来る車両イメージ

選択が完了すると車両イメージの欄に
車両イメージの名称が表示されます。



© Hitachi Auto Parts & Service Co., Ltd. 2019. All rights reserved. 32

（８）「車両情報登録」の表示画面の左上にある「次へ」をタップして下さい。

手順Ａ.車両情報の登録（車検証のQRコードから）
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（９）「健康診断履歴」画面が表示されれば「車両情報登録」は終了です。

手順Ａ.車両情報の登録（車検証のQRコードから）

６５ページのステップ３へ進んで下さい。
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手順Ｂ
車検証情報を手入力
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手順Ｂ.車両情報の登録（手入力）

（１）画面左上の「新規車両」をタップして下さい。
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（２）QRコードからの読取画面が表示されましたら、「戻る」ボタンをタップして下さい。

手順Ｂ.車両情報の登録（手入力）
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（３）下図のメッセージが表示されましたら、「閉じる」ボタンをタップして下さい。

手順Ｂ.車両情報の登録（手入力）
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（４）手入力での車両情報登録の画面が表示されます。３０ページ以降の手順で、
必要項目を入力して下さい。

● 「キャンセル」をタップすると２４ページに掲載している「車両一覧」の画面に移動します。
● 「QRコード」をタップするとカメラが起動し、２５ページに掲載している「QRコード」の読取画面に移動します。

手順Ｂ.車両情報の登録（手入力）
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（５）「登録番号 ※」をタップして、キーボードを表示させて、車両のナンバープレート
の番号を入力して下さい。

手順Ｂ.車両情報の登録（手入力）
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（６）次に初年度登録を行います。画面をスクロールさせて、初年度登録の右にある
「選択してください」をタップします。

①指で画面を上方向にスクロールさせて「初年度登録」を表示させます。

②「選択してください」をタップします。

手順Ｂ.車両情報の登録（手入力）
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（７）「日付設定」が表示されます。車両が新規登録された年（西暦）と月を選択し、
最後に「完了」をタップして下さい。

それぞれを上下にスクロールさせて、
選択して下さい

手順Ｂ.車両情報の登録（手入力）
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（８）初年度登録の入力が完了しましたら、メーカーと車種の入力に移ります。
先ず、「メーカー※」の右の「選択してください」をタップして下さい。

●登録番号、初年度登録年月の訂正を行いたい場合は、それぞれの入力欄をタップして下さい。その後、キーボードが表示されます
ので、訂正を行って下さい。

●先に入車両型式を入力して、車両型式からメーカー名、車種名を検索して入力する方法もございます。６０ページを参照下さい。

手順Ｂ.車両情報の登録（手入力）
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（９）自動車メーカーの選択リストが表示されます。入庫車両に合致する自動車
メーカーをタップして選択して下さい。

●リストを上下させて、該当する自動車メーカー
を表示させてください。

●ＨＤＭ８０００の診断ソフトが対応している
自動車メーカー名を選択することが可能です。
（欧州、トラックメーカーも含む）

手順Ｂ.車両情報の登録（手入力）
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（１０）メーカーの入力が完了しましたら、車種名の入力に移ります。「車種」の右の
「選択してください」をタップして下さい。

【補足】
●次のページで表示するリストに該当する車種が無い場合は「手入力」ボタンをタップして、キーボードで車種名を入力して下さい。
●「手入力」ボタンをタップすると表示が「マスタ選択」に切り替わります。「マスタ選択」をタップすると次ページのリストを表示する
ことが出来ます。

手順Ｂ.車両情報の登録（手入力）
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（１１）車種の選択リストが表示されます。リスト上から適合する車種を選択してタップ
すると車種名が入力されます。

リストに該当する車種名が無い場合は「キャンセル」を
タップし、「手入力」に切替えて入力して下さい。
⇒操作方法は４４ページの【補足】を参照下さい。

①入庫車両の車種名に該当する行
をタップします。

②行毎の車種名リストが表示されます
ので、入庫車両に適合した車種名を
タップして下さい。

この画面での操作の途中で、メーカー、車種の
修正を行う場合は５１ページの【補足１】の
操作方法で修正を行って下さい

手順Ｂ.車両情報の登録（手入力）
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（１２）車種の名称の入力が完了しましたら、「車体番号」の右にある空欄をタップ
して下さい。

手順Ｂ.車両情報の登録（手入力）
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（１３）キーボードが画面に表示されますので、車検証に記載されている車台番号
を入力して下さい。

手順Ｂ.車両情報の登録（手入力）
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（１４）次に車両型式の入力を行います。画面をスクロールさせて「型式」の右の
空欄をタップして、キーボードを表示させ、車両型式を入力して下さい。

手順Ｂ.車両情報の登録（手入力）
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（１５）次に「原動機型式」を入力します。画面をスクロールさせて「原動機型式 」
の右の空欄をタップして、キーボードを表示させ、エンジン型式を入力して下さい。

手順Ｂ.車両情報の登録（手入力）

同様の手順で他項目の入力が完了されましたら２９ページからの手順を行って下さい。
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車両情報入力に関する補足
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①車種リストの上部に表示されているメーカー名をタップしてください。
②メーカー名のリストが表示されます。表示されたメーカー名のリストから変更したい
メーカー名をタップします。

③次に車種リストが表示されます。表示される車種名は②で選択されたメーカーが
製造している車両に切り替わりますので、該当する車種名をタップして下さい。

④「車両情報登録」のメーカー名が修正されると共に、車種が入力されます。

④

①

② ③

【補足１】メーカー名と車種名の修正を行う場合
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【補足２】ＨＤＭ-８０００に取り込まれる車検証の記載情報

ＨＤＭ-８０００の健康診断アプリ側に、
予め車両型式に対応した「メーカー」
「車種」が登録されている車両（※）
であれば自動で入力されます。
※平成１０～２８年６月に生産された
国産乗用車メーカー８社で生産された
乗用車となります。

下図の情報が車検証のQRコードから読み込まれます。
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【補足３】車種の候補が複数表示される場合

ＱＲコードの読取りを行った後、複数の「車種」の候補が表示される場合が、
ございます。表示されているメッセージの内容に沿って、合致する車種名を
タップして下さい。
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●「入力されている型式に該当する車種が見つかりませんでした。」というメッセ
－ジが表示される場合、「閉じる」をタップして、手入力を行って下さい。

●車種を手入力する際の操作は５５～５９ページを参照して下さい。

【補足４】入庫車両に該当する「車種」が無い場合。
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（１）画面上の「メーカー」の右にある「選択してください」をタップして下さい。

【補足４】入庫車両に該当する「車種」が無い場合。
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（２）メーカーの選択リストが表示されます。リスト上の該当するメーカー名をタップ
すると、タップしたメーカーが車両情報として入力されます。

【補足４】入庫車両に該当する「車種」が無い場合。



© Hitachi Auto Parts & Service Co., Ltd. 2019. All rights reserved. 57

（３）画面上の「車種」の「選択してください」をタップして下さい。

【補足４】入庫車両に該当する「車種」が無い場合。
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（４）車種の選択リストが表示されます。リスト上から適合する車種を選択してタップ
すると車種名が入力されます。

リストに該当する車種名が無い場合は「キャンセル」を
タップし、「手入力」に切替えて入力して下さい。
⇒操作方法は４４ページの補足を参照下さい。

①入庫車両の車種名に該当する行
をタップします。

②行毎の車種名リストが表示されます
ので、入庫車両に適合した車種名を
タップして下さい。

この画面での操作の途中で、メーカー、車種の
修正を行う場合は５１ページの【補足１】の
操作方法で修正を行って下さい

【補足４】入庫車両に該当する「車種」が無い場合。



© Hitachi Auto Parts & Service Co., Ltd. 2019. All rights reserved. 59

（５）メーカー名と車種の入力が完了したら「次へ」をタップして下さい。

● 「メーカー」「車種」を修正する場合は、それぞれの項目をタップするとリストが表示されますので、修正を行って下さい。
● 「キャンセル」をタップすると３５ページに掲載している「車両一覧」の画面に遷移し、取込みした車両情報も消去されます。
● 「QRコード」をタップするとカメラが起動し、２５ページに掲載している「QRコード」の読取画面に遷移します。
● 「QRコード」の読取画面に遷移した後、画面下の 「戻る」ボタンを押すと、上掲の画面に戻ることが可能です。
● 「QRコード」の読取画面に遷移した後、 QRコードの読取りを実行すると「メーカー」「車種」以外の情報が上書きされます。

【補足４】入庫車両に該当する「車種」が無い場合。

次へ
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（１）「型式」の右側の空欄をタップして下さい。

【補足５】先に型式を入力してメーカー・車種を自動入力する方法
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（２）キーボードが表示されましたら、車検証の「型式」欄に記載されている車両型式
を半角で入力して下さい。

【補足５】先に型式を入力してメーカー・車種を自動入力する方法
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（３）車両型式の入力が完了されましたら「車種検索」をタップして下さい。

【補足５】先に型式を入力してメーカー・車種を自動入力する方法
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（４）入力した車両型式によっては画面上に「車種選択」が表示されます。表示され
ている候補のなかから入庫車両の合致する車種名ををタップして下さい。

【補足５】先に型式を入力してメーカー・車種を自動入力する方法
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（５）画面下のキーボードの格納ボタンをタップして下さい。

（６）メーカーと車種名が正しく入力されたか確認して下さい。

【補足５】先に型式を入力してメーカー・車種を自動入力する方法
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ステップ３
健康診断シートの作成
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データを入力する順番の選択

健康診断シート作成は作成の進め方を選択することが可能です
以下を参照の上、作成を行って下さい。

（１）全ＤＴＣの点検⇒日常点検/チェッカーデータ入力を行う場合
⇒６７ページ以降の３ーＡに進みます。

（２）日常点検/チェッカーデータ入力⇒全ＤＴＣの点検を行う場合
⇒８０ページの３－Ｂ、または８８ページの３－Ｃに進みます。
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ステップ３ーＡ
全ＤＴＣ点検の実行
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手順１.車両へのインターフェースボックスの接続

（１）インターフェースボックスの赤色のコネクタを、車室内の診断コネクタに接続
して下さい。（別売の延長ケーブルを使用することも可能です。次ページ参照）

（２）インターフェースボックスのＬＥＤが緑色に点灯することを確認して下さい。
（３）エンジンを始動して下さい。

車両側診断コネクタ
（１２Ｖバッテリー車）

車両側診断コネクタ
（２４Ｖバッテリー車）

インターフェースボックス

※１：車両によって車両側診断コネクタの色は異なります。
※２：車両側診断コネクタの一般的な取付位置は次ページを参照下さい。
※３：０７年頃までに発売されたいすゞ・エルフの場合、別売の電源ケーブルが必要です。
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手順１.車両へのインターフェースボックスの接続

【補足①】一般的な車両側診断コネクタの取付位置

【補足②】延長ケーブルの使用イメージ
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（１） 「健康診断履歴」の左下にある「新規作成」をタップします。

手順２.全ＤＴＣの実行（例：トヨタソフト）
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手順２.全ＤＴＣの実行（例：トヨタソフト）

（２） 「健康診断」が表示されます。①の方をタップして下さい。

①

②

①をタップした場合 最初にＨＤＭ８０００の診断ソフトによる全自己診断とデータ
モニタによる点検が始まります。次ページ以降の手順を
参照して下さい。

②をタップした場合 専用チェッカーによる点検結果の入力から、健康診断シート
の作成を行います。

⇒８０ページの３－Ｂ、または８８ページの３－Ｃに進みます。
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（３） 「接続中 しばらくお待ち下さい」が表示されます。

（４） 「メーカー選択」が表示されます。入庫車両に該当するメーカーをタップして
下さい。

手順２.全ＤＴＣの実行（例：トヨタソフト）
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（５） 「アプリケーション起動中しばらくお待ちください」と表示された後、診断
ソフト名が表示されます。その後、「しばらくお待ちください」と表示された後、
車種選択画面が表示されます。（ソフトにより画面の遷移が異なります）。

手順２.全ＤＴＣの実行（例：トヨタソフト）
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（６）「イニシャライズ中」が表示されますので、しばらくお待ちください。

手順２.全ＤＴＣの実行（例：トヨタソフト）
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（７）年式選択画面が表示されます。初年度登録日を参考に、該当する年式を選択
して下さい。

手順２.全ＤＴＣの実行（例：トヨタソフト）
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（８）下図のメッセージが表示されましたら、画面左下の「次へ」をタップして下さい。

手順２.全ＤＴＣの実行（例：トヨタソフト）
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（９）画面が「車両搭載システム確認中」から 「故障コード読み取り中」に遷移します。
次の画面が表示されるまで、お待ち下さい。

手順２.全ＤＴＣの実行（例：トヨタソフト）
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手順３.エンジンデータ取得（例：トヨタソフト）

（１）「エンジンデータ取得中」の画面が３０秒間表示されます。次の画面が表示
されるまで、お待ち下さい。
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（２）「健康診断シート作成」が表示され、全ＤＴＣの点検結果が表示されます。

手順３.エンジンデータ取得（例：トヨタソフト）

●日常点検/チェッカーデータの入力を行う場合
⇒８５ページ（３－Ｂ）、または９２ページ（３－Ｃ）に進みます。

●保存/印刷を行う場合⇒９８ページに進みます。
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ステップ３ーＢ
日常点検の実行
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（１） 「健康診断履歴」の左下にある「新規作成」をタップします。

手順１.健康診断シート作成画面の表示
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（２） 「健康診断」が表示されます。②の方をタップして下さい。

①

②

①をタップした場合 最初にＨＤＭ８０００の診断ソフトによる全自己診断とデータ
モニタによる点検が始まります。

②をタップした場合 日常点検結果の入力から、健康診断シート作成を行います。
次ページ以降の手順をご参照下さい。

手順１.健康診断シート作成画面の表示
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（３）健康診断シート作成画面が表示されます。

チェッカーデータの入力から健康診断シートの作成を開始する場合は
８８ページの３－Ｃに進みます。

手順１.健康診断シート作成画面の表示
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（１）画面を上方向にスクロールさせて「日常点検」を表示させて下さい。

手順２.日常点検結果の入力
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手順２.日常点検結果の入力

（２）入力したい項目名称の左側に表示されているチェック欄をタップし、チェックを
入れた後、一次点検結果の入力欄をタップして、画面右側に〇、△、×、クリア
の選択肢を表示させて下さい。

（３）点検結果に応じて、画面右側の〇、△、×のいずれかをタップして下さい。

選択肢
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手順２.日常点検結果の入力

（４）点検結果が入力されます。その他の項目も前のページの（２）～（３）の要領
で入力を行って下さい。
（点検結果の変更、削除方法は次ページの【補足１】を参照下さい。）

（５）日常点検項目の入力が完了されましたら、作業状況に応じて以下①～③の
いずれかの手順に進みます。
①全DTCを実行する。
⇒９５ページのステップ４に進みます。

②専用チェッカーの計測値の入力を行う。
⇒８８ページの３ーＣに進みます。

③点検結果の入力を終了し、印刷、もしくは保存する。
⇒９８ページのステップ５に進みます。
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手順２.日常点検結果の入力（補足）
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ステップ３ーＣ
チェッカーデータの入力の実行
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（１） 「健康診断履歴」の左下にある「新規作成」をタップします。

手順１.健康診断シート作成画面の表示
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（２） 「健康診断」が表示されます。②の方をタップして下さい。

①

②

①をタップした場合 最初にＨＤＭ８０００の診断ソフトによる全自己診断とデータ
モニタによる点検が始まります。

②をタップした場合 日常点検結果の入力から、健康診断シート作成を行います。
次ページ以降の手順をご参照下さい。

手順１.健康診断シート作成画面の表示
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（３）健康診断シート作成画面が表示されます。

手順１.健康診断シート作成画面の表示

日常点検の入力から健康診断シートの作成を開始する場合は
８０ページの３－Ｂに進みます。
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手順２.チェッカーの計測値の入力

（１） 「健康診断シート作成画面」の「チェッカー」をタップします。
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（２）チェッカーデータの入力画面が表示されます。データ転送を行うチェッカーに
応じて、それぞれのタブをタップして、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ接続と入力画面の表示を
行って下さい。（【補足】も参照して下さい）

手順２.チェッカーの計測値の入力

【補足】
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（３）データ転送が完了されましたら、作業状況に応じて以下①～③のいずれかの
手順に進みます。
①全DTCを実行する。
⇒９５ページのステップ４に進みます。

②日常点検結果の入力を行う。
⇒８０ページの３－Ｂに進みます。

③点検結果の入力を終了し、印刷、もしくは保存する。
⇒９８ページのステップ５に進みます。

手順２.チェッカーの計測値の入力
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ステップ４
チェッカーデータ、日常点検項目入力後の全DTCの実行
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手順.再点検の実行

（１） 車両側診断コネクタにＨＤＭ８０００のインターフェースボックスを接続して
下さい。

（２）インターフェースボックスのＬＥＤが緑色に点灯したことを確認されましたら
「健康診断シート作成」画面の「再点検」をタップして下さい。

（３）「接続中．．．しばらくお待ちください」が表示されます。
（４）診断ソフトの選択画面が表示されますので、入庫車両に合った診断ソフトを選択
して下さい。

（５）年式、車両型式等の選択を行って下さい。
（６）「エンジンを暖機後に計測して下さい」が表示されましたら画面左下の「次へ」
をタップして下さい。
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手順.再点検の実行

（７） 「故障コードの読取り」「エンジンデータ取得中」の順番で、車両からのデータ
取得が実行されます。

（８）データ取得が完了すると下図が表示されます

９８ページのステップ５に進みます。
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ステップ５
走行距離入力/保存/印刷/最終点検
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（１） 車両側のオドメータに表示されている走行距離（入庫当日の走行距離）を、
画面上の走行距離の欄に入力して下さい。

手順１.走行距離の入力

①走行距離の欄をタップします。

②キーボードが表示され
ますので、キーボード
をタップして距離を
入力して下さい。
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（２） 走行距離（入庫当日の走行距離）の入力が完了されましたら、キーボード
の格納ボタンを押して、キーボードを消去します。

手順１.走行距離の入力
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手順２.コメントの入力

予めＨＤＭ８０００アプリに用意されたコメントではなく、独自のコメントを入力したい
場合は「コメント」ボタンをタップしますと入力画面が表示されますので、「以下の
コメントを印刷」をタップしてから入力を行って下さい。
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手順３.保存または印刷の実行

全ての項目の入力が完了されましたら、印刷、もしくは保存をタップして完了です。
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ステップ６
再入庫車両の点検方法
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手順１.再点検する車両の選択

（１）「車両一覧」の画面の左側に表示されている「登録番号から検索」をタップして
下さい。
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（２）「登録番号から検索」と「車台番号から検索」の２つの選択肢が表示されます
ので、いずれかをタップして選択して下さい。

「登録番号から検索」は車両のナンバープレートの番号を入力して検索します。

①検索方法の設定ボタンをタップして下さい。

②設定ボタンの下に選択肢が表示されます。
いずれかをタップして下さい。

手順１.再点検する車両の選択
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（３）検索方法の選択が完了されましたら、検索方法の選択欄の下にある、番号の
入力欄をタップして下さい。キーボードが表示されます。

手順１.再点検する車両の選択
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（４）キーボードが表示されましたら、保存データを呼び出したい車両の登録番号、
を入力して、最後にキーボードの右下にある虫メガネのボタンをタップして下さい。

キーボードで入力した登録番号

「登録番号から検索」は車両のナンバープレートの番号を入力して検索します。

手順１.再点検する車両の選択
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（５）画面左に該当する「車両情報」の登録番号が表示されます。登録番号をタップ
すると、「車両情報」が表示されます。

①表示された候補の中から、呼び出したい車両の番号をタップします。

②車両情報が表示されます。

手順１.再点検する車両の選択



© Hitachi Auto Parts & Service Co., Ltd. 2019. All rights reserved. 109

手順２.「健康診断履歴」の表示

（１）画面上部の「車両決定」をタップして下さい。
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手順２.「健康診断履歴」の表示

（２）「健康診断履歴」が表示され、「前回の健康診断履歴」が表示されます。
再点検を行う場合は「新規作成」をタップします。

この後の手順は６５ページのステップ３以降を参照下さい。


